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協
会
活
動
状
況

(特
別
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
す

べ
て
会
場
は
事
務
所

に
お
い
て
。
)

●
十

一
月
二
十
八
日

(
土
)

設
立
三
〇

周
年
記
念
講
演
会

(
財
)
日
本
自

然
保
護
協
会
設
立
三
〇

周
年

記
念
講
演
会
が
東
京

都
渋
谷
区

に
あ
る
オ
リ

ソ

ピ

ッ
ク
青

少
年
総
合

セ
ソ
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ

た
が
、
本
会

よ
り
島

田
明
英
氏
が
出
席

し
た
。

「
自
然
保
護

を
考

え
る
」

沼
田

真
氏

「
ヘ
ア

・
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
に
学
ぶ
」

原
ひ
ろ
子
氏

「
ア
イ

ヌ
に
学

ぶ
」

萱
野

茂

氏

●
十

一
月
二
十
九

日

(
日
)

自

然
観
察
指
導
員
全
国
大
会

昭
和

五
十

六
年
度
第

一
回
自

然
観
察
指
導
員

全

国
大
会
が

、

(
財
)
日
本
自
然
保
護
協
会

主

催

で
、
前

日
の
青
少
年
総

合

セ
ソ
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ

た
が

、
本
会
よ
り
島

田
明
英

氏

(自
然

観
察
指
導
員
)
が
出
席
し
た
。

六
時
三
〇
分
-

野
外
指
導
研
修

(
青
柳

・
金

田
、
柴

田
)

九 八
時 時

1

朝
食

ー

フ
リ
ー

・
デ

ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ

ン

(
自
然
観
察
会
運
動

の
進

め
方

、
組
織
運
営

、
自
主
研

修
会

の
も
ち
方
、
指

導
内
容

な
ど

に
つ
い
て
)

● 十 十

十 ニ ー
二 時 時

月 三
三 〇
日 分

(ll木終
ま

)了 と

め

会
報
第
三
九
号

で
き
あ
が

る
。

●
十

二
月
十

二
日

(
土
)

電
源
開
発

(
株
)
と

の
意
見
交
換

当
該
会
社

の
会
議

室

に
て
、
会
社
側
と

「
十

勝
川
水
系
上
熊

牛

・
芽
室

地
点
水
力
発
電
計
画

環
境
ア

セ
ス
メ
ソ
ト
報
告
書
」

に
つ
い
て
、
質

疑
応
答
や
意
見

の
交
換
を
行

っ
た
。

出
席
者

八
木
、
新
妻
、
大
山

、
加
藤

、
長

谷
川
、
狩
野
、
進
藤

。

●
十
二
月
十

二
日

(
土
)

常
任
理
事
会

出
席
者

八
木

、
大
山

、
加
藤

、
長
谷
川
。

主
な
議
題

一
、
給

与
規
定

の

一
部
改

正
案

、
就
業
規
定
案

事
務
専
決
規
定
案

な
ど

に
つ
い
て

二
、
そ

の
他

●

一
月
二
十
三
日

(
土
)

講

演
会

札
幌
市
教

育
文
化
会
館

に
お
い
て
、
別
記

の

と
お
り
開
催

し
た
。

●

一
月

二
十
三
日

(
土
)

「
室
蘭

・
支
笏
湖
間
道
路
事
業
調
査
」

報
告

書
を
北
海
道
開
発

コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
㈱
あ

て
提

出
。
受
託

し
た
当
協
会
が

、
昨

年
五
月

以
来
、

辻
井
達

一
、
大
泰
司
紀
之
氏
等
を
中
心
と
し
て

調
査
を
進

め
て
き
た
動
植
物

に
つ
い
て

の
報

告

書

で
あ
る
。

●

一
月
三
十
日

(
土
)

常
任
理
事
会

出
席
者

八
木
、
新
妻
、
狩
野

、
大
山

、
加

藤

、
長

谷
川
。

主
な
議

題

一
、
役
員

改
選

に
つ
い
て

昭
和

五
十

七
年
度

は
役
員
改
選

の
年

で
あ

る

の
で
、
役
員
選
出
規
定

に
よ
り

、
選
挙
管
理
委

員
を
委
嘱
す
る
た
め

の
人
選
を
行

う
。
理
事

よ

り

の

一
名
を
狩
野

宏

氏
と
し
、
会
員

の
中

よ

り

の
四
名
を
浅
井
定
美

、
高
畑

滋

、
瓢
子
和

一
郎

、
福
地
郁
子

の
四
氏
と
し
、
五
氏

に
委
嘱

す

る
こ
と

に
し
た
。

二
、
そ

の
他

●
二
月
五
日

(
金
)

「
沙
流
川
水
系

他
自
然

環
境
調
査
」
報
告
書

を
北
電
興
業
㈱
あ

て
提
出

。
受
託

し
た
当
協
会

が
、
十
二
月
以
来

、
既
存

資
料

を
中

心
と

し
て

事
務
局
が
ま
と
め
た
動
物
生
息
状
況

に
つ
い
て

の
報
告
書

で
あ

る
。

●
二
月
十
五
日

(
月
)

選
挙
管
理
委
員
会

出
席
者

浅
井

、
狩
野

、
高
畑

、
瓢
子

、
福

地
。委

嘱

さ
れ
た
五
人

の
初
会
合

で
あ

る
。ま
ず
、

高
畑

滋
委
員

を
選
挙
管

理
委
員
長

に
互
選
し
、

昭
和
五
十

七
年
度
通
常
総
会
開
催
を
五
月
十
五

日

(
日
)

と
予
定

し
、

公
示

三
月
十

六
日
～
四
月
五

日

(
二
十
日

間
)
会
報
第
四
〇
号
を
も

っ
て
行
う
。

理
事
会
推

せ
ん
候
補
選
出

三
月

二
十
七
日

信
任
投
票

四
月
十
九
日

よ
り
五
月
五
日

信
任
投
票
開
票

五
月

六
日

な
ど

の
予
定

に
つ
い
て
協

議
し
た
。

●
二
月

二
十
三

口

(
火
)

「
道

々
士
幌
然
別
湖
線
環
境

調
査

の
補

足
調

査
」
報
告
書
を
、
北
海
道

開
発

コ
ン
サ
ル
タ

ン

ト
㈱
あ

て
提
出
。
受
託

し
た
当
協
会
が
九
月
以

来

、
辻
井
達

一
、
阿
部

永

氏
等
を
中

心
と
し

て
調
査
を
進
め
て
き
た
補
足
調
査

の
報

告
書

で

あ

る
。

●1■



◆
講
演
会

於
・
教
育
文
化
会
館

●
黄
河
流
域

の
砂
漠
緑
化

東

三
郎

中

国
で
は
黄
河
流
域

の
緑

化

に
大
変
力

を
注

い
で
い
る
。
国
も

一
九
七
九
年

に
は
森
林
法
を

初
め
て
制
定

し
、
農
業
と
同

じ
く
林
業

に
も
国

家
的
立

場
か
ら
推
進
す
る
と
い
う
態
度
と
意
気

ご
み
が
感

ぜ
ら
れ
る
。

砂
漠

の
中
を
縦
貫
し
て
い
る
鉄
道
沿
線

の
防

風
林
造
成

に
も
力

を
い
れ
て
い
る
。
路
床
を
作

り

、
雨
水
を
た
め
、
こ
れ
を
ポ
プ
ラ
育
成

に
利

用
し

て
い
る
。
黄

河
流
域

は
、
昔

か
ら
植
林
し

て
い
る
。
こ
れ
が
燃
料

の
供
給
地

に
も
な

っ
て

い
た
。
ポ
プ
ラ

の
品
種
改
良
も
進

み
、
す
ば
ら

し

い
も

の
を
作

っ
て
い
る
。

三
〇
〇

年
く

ら
い
前

か
ら
黄
河

の
水
を
利
用

し
た

ク
リ

ー
ク
を
作
り
、
水
路
を
充
分

に
考
え
、

家

の
ま
わ
り
に
ポ
プ
ラ
を
植
え
、
せ

っ
せ
と
水

を
や

っ
て
育
て
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
苗

木
は
、

畑

に
密
植

(
二
年
間

で
三

m
く
ら

い
に
な
る
)

し
て
養
成

し
た
も

の
で
、
殆
ん
ど
が
並
木
仕
立

て
で
、
そ
の
足
も
と

に
は
溝

を
作
り

、
七
～

一

〇

日
に

一
回
位

は
水
を
流
し
て
い
る
。

蘭
州
を
越
し
た
と
こ
ろ
で
も

、
水

の
貯
水
池

を
作
り

、
砂
漠

に
向

っ
て
水
路

を
作

っ
て
い
る

光
景
を

み
た
。
砂

漠

の
緑

化
に
立

ち
向

っ
て
い

る
姿

で
あ
る
。
こ

の
あ

た
り

の
造
林
地
も
殆

ん

ど
が
ポ
プ
ラ
で
あ

る
。
銀
ド

官
、
ナ
ツ
メ
、
イ

タ
チ

ハ
ギ
な
ど
で
防
風
用
と

し
て
の
生

垣
を
ま

ず
第

一
に
作
り

、
造
林

し
て
い
く
。
林
帯

の
間

は
、
も
ち
ろ
ん
水
路

で
あ

る
。

本
道

に
も
檜

山

の
砂
坂
と
か

、
日
高

の
百
人

浜
な
ど

の
よ
う

に
す
ば
ら
し

い
造
林
地
も
あ

る

が
、
全
般
的

に
み
て
黄
河
流
域

の
植
林

に
は
学

ぶ

ぺ
き
点
が
多

い
。
風
は
本
道

の
方
が
強

い
と

み
え

、
風
衝
木
は
み
あ

た
ら
な
か

っ
た
。

潅
水

に
力
を
注
い
で
造
林

し
て
い
る

の
で
、

地
下
水
が
低
下
し

つ
つ
あ

る
と

い
う
問
題
を
生

ん

で
い
る
。
ま
た

オ
ア

シ
ス
を
作

る
こ
と

に

よ

っ
て
、
水

に
依
存
す

る
人
間
生
活
が
左
右
さ

れ

て
き

て

い
る
。
こ
れ
ら
は
当
然

こ
れ
か
ら

の

問
題
と
な

る
こ
と
だ
ろ
う

。

(北
大
農
学
部
林
学
科
砂
防
工
学
教
室
、
教
授
、
農
博
)

●
ア
フ
リ
カ
の
サ
バ
ン
ナ

門
村

浩

ア

フ
リ
カ

の
自
然
環
境

に
関
す
る
国
際

共
同

研
究

を

つ
づ
け

て
い
る
が

、
ア

フ
リ
カ

の
サ
バ

ン
ナ
を
と
お
し
て
、
サ
パ

ソ
ナ
と
い
う
も

の
に

つ
い
考

え
て
み
た
い
。

ア

フ
リ
カ
の
サ

ハ
ラ
砂

漠

の
ま
わ
り

に
は
、

さ
ま
ざ

ま
な
景
観

の
サ
バ

ソ
ナ
と
称
す

べ
き
も

の
が
あ

る
。
砂
漠
と

オ
ア

シ
ス

(
森
林

と
称

す

べ
き

か
)

の
間

に
あ

る
土
地
、
砂

漠
か
ら
オ
ア

シ
ス
へ
と
進
む
過
程

に
あ
る
中
間
土

地
、
オ
ア

シ
ス
か
ら
砂
漠

へ
と
進
む
過
程
に
あ

る
中
間
土

地
、
こ
れ
ら

の
中
間
景
観
を
サ
バ

ソ
ナ
と
称
す

べ
き
だ
と
思

っ
て
い
る
。

サ
パ

ニ
ゼ

ー
シ

ョ
ソ

(
サ
バ

ン
ナ
化
)

と
い

う

、
砂
漠
化
ま

で
進
行
し
て
い
な
い
景
観

。
ひ

ど

い
と

こ
ろ

で
は

二
〇
〇
㎞
ぐ

ら
い
森
林
が
後

退

し
て
い
る
。

こ
れ
も
近
代

化
し
た
サ
バ

ソ
ナ

化

の
姿
だ
と
思
う
。

サ

ハ
ラ
砂

漠
↓

半
砂

漠
↓

サ
バ

ン
ナ

(
背
丈

八
○

㎝
ぐ
ら

い
の
草

木
が
生

え
て
い
る
)
↓

ス

テ

ッ
プ
↓

オ
ア

シ
ス

(森
林
)
と

い
う
過
程
を

経

て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た

、
こ

の
逆
も
考
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

森
林
地
帯
↓
高

木
が
散
在

し
て
い
る
草

木
中

心

の
ブ

ヅ
シ

ュ

(
ア
カ
シ
ヤ
な
ど

の
如
く
乾
燥

に
堪

え
る
も

の
が
多

い
)

サ
パ

ソ
ナ
…
。
こ

の

よ
う
な
過
程

の
ブ

ッ
シ

ュ
サ
バ

ソ
ナ
、

ス
テ

ッ

プ
が
多

い
よ
う
だ

。
カ
メ
ル
ー
ソ
地
区

の
如
く

過

放
牧

と
い
う
形

で
土
地

に
力
が
加
わ
る
と
、

当
然

の
よ
う
に
土
地
が
荒
れ

て
い
く
。
サ
バ

ン

ナ
の
湿
気

の
多

い
と
こ
ろ

、
即
ち

ス
テ

ッ
プ
に

な
る
と
農
耕
地
帯

(
放
牧
も
し
て

い
る
)

と
な

り

、
水

田
耕
作

、
落
花
生
や
綿
栽
培
も
行

わ
れ

る
よ
う

に
な

る
。
植
生
景
観
的
立
場
か
ら

み
て

も

、

ス
テ

ッ
プ
は
高
木
が
少
な
く

、
潅
木

の
多

い
と
こ
ろ
と

い
う

べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。
ブ

ッ
シ

ュ
サ
バ

ン
ナ
は

、
ア
カ

シ
ヤ
な
ど

の
如
き

も

の
が
目
立

つ
が
、
大
型

動
物
も
多
く

、
そ
の

た
め
か
、
次
第

に
草
木
が
少
な
く
な

っ
て
お
り

、

砂
漠
化

へ
移
行

し
て
い
る
よ
う
だ
。

(北
大
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
、
教
授
、
理
博
)

●
ブ

ル
タ
ー

ニ
ユ
半
島

(
フ
ラ
ン
ス
)

の
自

然
と
自
然
保
護

ア
ン

・
リ
ピ

エ
ル

こ
の
地
方

は
、
二
十
五
年
ほ
ど
前

か
ら
開
発

が

つ
づ
け
ら
れ
、
風
景
も
変

っ
て
き

て
い
る
。

牧
野
も
少
な
く
な

っ
て
き

た
。
北
海
道

よ
り
も

冬

は
暖
か
く

、
夏
は
涼

し
い
。
雨
も
多

い
。

小
規
模

の
畑
が
垣
根
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
垣
根
は
(
ポ
カ

ー
ジ

ュ
と
い
う
)
、
高
さ

は
さ

ま
ざ
ま
だ
が
幅
は
数

m
で
あ
る
。
潅
木
な

の
で

薪

に
も

家

の
修

理

に
も
利
用
し
て
い
る
。
所

有

地
は
い
つ
れ
も
小
規
模

で
点
在

し
て
い
る
。

そ

の
た
め

機
械

の
使

用
に
適
さ
な

い
と

い
う

欠

点
が
あ

り
、
近
代

化
の
た
め
に
は
こ
の
伝
統

的
な
垣
根
が
邪

ま

に
な
り

垣
根
を
取
り

の
ぞ

い
て
大
規
模

化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
機
械
化

に
よ
る
近
代
化
農
法

の
波
が

よ
う

や
く

こ
の
地

方

に
も
入

っ
て
き

た
と
い
う

べ
き
だ
ろ
う
。

ア

ス
パ
ラ
に
似

た
ブ

ル
タ
ー

ニ
ュ
最
高

の
農

産
物

の
栽
培
が
盛

ん
に
な

っ
て
き
た
が
、
そ

の

反
面

、大
規
模
農
法

の
欠
点
が
目
立

っ
て
き

た
。

即
ち
、
垣
根

は
、
防
風
林
と

し
て
の
効
果
を
は

た
し
て
き

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
動
物

の
生
息

地
で

も
あ

っ
た
。
大
雨

の
時

に
も
効
用
が
あ

っ
た
。

こ
の
地
方

は
、
フ
ラ

ン
ス
で
も
木

の
少
な
い
と

こ
ろ
で
あ

っ
た
だ
け

に
、
こ
れ
ら

の
垣
根

(
ナ

ラ
、
ブ

ナ
、
ク
リ
な
ど
)

は
木
と
し
て
貴
重

な

も

の
と
い
え
た
。

こ
れ
ら

の
姿
が
消

え
る
と
と

も

に
、
害
も
目
立
ち

は
じ

め
た
。
植
物
生
態
的

汚
染

に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
間
社
会

に
ま
で
も
害

が
及
び

は
じ
め
て
お
り
、
大
き
な
問
題
に
な

っ

て
き

て
い
る
。

(北
大
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
、
留
学
生
)

◆

「緑
の
十
字
軍
-
地
球
防
衛
基
金
」

へ
の
協
力

八
木
健
三

焼
畑
農
業
や
燃
料
伐
採

の
た
め
、
発
展
途

上

国
の
森
林

は
年

々
減
少
し
て
ゆ
く
。
わ
が
国

の

木
材
輸

入
は
そ
れ

に
拍
車
を
か
け
る
。
二
〇
〇

〇
年

に
は
世
界

の
砂

漠
は
さ
ら

に
二
〇

%
が
拡

大

さ
れ

る
だ
ろ
う
。

一
方

、
米

ソ
両
陣
営
の
競

争
か
ら
、
核
を
ふ

く
む
軍
備
拡
張
は
と
ど
ま
る
所

を
知

ら
ず

、
年

間

百
兆
円

の
巨
額
が
軍
備

の
た
め
に
消
費
さ
れ

て
い
る
。
こ

の
恐
る
べ
き
浪
費
野

地
球
規
模

で
蔓
延

し

つ
つ
あ

る
こ
の
二
つ
の

病
根
ー

緑
の
喪
失
と
核
軍
備
1

を
根
治
し

な

い
か
ぎ
り
、
人
類
を
含

め
た
生
態
系

の
存
在

そ

の
も

の
も
、
遠

か
ら
ぬ
将
来

に
危
機

に
陥

る

で
あ
ろ
う
。

こ
の
危
機

を
打
開
す

る
た
め
に
、
超
党
派

の

国
会
議
員
で
構
成

さ
れ
た
自
然
保
護
議
員
連
盟

と

、
軍
縮
議
員
連
盟
が
協
力

し
、

「
緑

の
十
字

2

㌧

㌧



)

)

軍
-

地
球
防
衛
基
金
」
を
提
唱
し
、
核
軍
備

競

争
を
中
止

し
、
そ

の
予
算

を

「
地
球

の
緑
」

を
守

る
た
め
に
支
出
し
よ
う

と
呼
び

か
け
た
こ

と
は
、
ま
こ
と

に
時
宜
を
え
た
も

の
と

い
え
よ

う
。
両
議
員
連
盟
会
長

の
大
石
武

一
氏

は
、
年

頭

に
こ
の
趣
旨
を

レ
ー
ガ
ソ
、
ブ

レ
ジ
ネ

フ
氏

を

は
じ

め
、
英
仏
伊
加
独
中
諸
国

の
首
脳

に
電

報
を
打
ち
、
そ

の
協
力

を
求

め
た
。
両
議

員
連

盟

は
、
ひ
ろ
く
国
民
に
も
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
く
と

い
う
が
、
そ
の
趣
旨

は
核
爆
撃
を
う
け

た
日
本
国
民

の
大
多
数
が
支
持
す
る
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。

貴

重
な
自

然
を
保
護

し
つ
つ
、
最
大

の
環
境

破
壊
で
あ
る
戦
争

を
未
然

に
防
ぐ
よ
う

核
軍

縮
を
す
す
め
る
こ
と

に
協
力

し
て
い
き

た
い
と

思
う
。

(会
長
)

◆
中

学

校

で

の

自

然

学
習

と

し

て

の

「
み
ど

り

の

学

習

」

の

実

践
三
浦

二
郎

昨
年

か
ら
中
学
校
で
は
、
新

し
い
教
育
課
程

に
よ

る
指
導
が
始
め
ら
れ
た
が
、
そ

の
中

で
、

ど

の
学
校

で
も
計
画
実

践
に
頭
を
悩

ま
し
た
も

の
が

「
学
校
裁
量

の
時
間
」

(ゆ

と
り

の
時
間

と
も

い
わ
れ

る
)
で
あ

る
。

こ
れ

は
、
戦
後

の
学
校
教
育

は

一
貫

し
て
教

育
内
容

の
充
実
路
線
を
突

っ
走

っ
て
き

て
い
た

が
、
高
校
進
学
率

が
九

五
%
と
も
な

っ
て
い
る

現
在
で
は
、
中

学
校

で
も
高
校

で
も
授
業

に
つ

い
て

い
け
な
い
生
徒
が
多
く
な
り

、
高
校

に
進

学
し
た
生
徒

の
う

ち

一
〇

%
以
上
も

の
退
学
者

が
で
て
い
る
。

こ
う

い
う
背
景
が
反
省
と
な
り
、
思
い
切

っ

て
教
育
内
容

の
整
理
が
な
さ
れ
、
戦
後

教
育
の

流
れ
に
初
め
て
変
革
が
な
さ
れ
た
。そ

の
結
果
、

週
に
二
～

四
時
間

(
こ
の
幅
は
学
校

の
実
態

に

よ
る
日
課
表

の
違

い
に
よ

る
)

の
教
科
学
習

で

な
い
時
間
割
が
組

ま
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ

の
時
間

の
使

い
方
は
学
校

の
自

由
裁
量

に

委

さ
れ
て
お
り

、
学
校

の
創
意

を
生

か
し
た
教

育
活
動
例

と
し
て
は
、
次

の
よ
う
な
活
動
が
考

え
ら
れ
て
い
る
。

。
体
力
増
進

の
た
め
の
活
動

。
地
域

の
自
然
や
文
化

に
親

し
む
体
験
的
な
活

動
。
教
育
相
談

に
関
す

る
活
動

。
集
団
行
動

の
訓
練
的
な
活
動

各
学
校

で
は
い
ろ

い
ろ
と
工
夫

し
て
い
る
よ

う

で
あ

る
。
例
え
ば
、
最
近
テ

レ
ビ

で
紹
介
さ

れ

た
例

で
あ

る
が

、
あ

る
校
内
暴
力

の
多
発

し

た
学
校

の
あ

る
学
級
で
、
こ
の
時
間
を
利
用
し

て
タ

コ
作
り

に
取
り
組
み
、
そ

の
作
業
を
通
し

て
担
任
教
師
と
生
徒
達
と
の
人
間
関
係

の
改
善

に
努
力
し

、
完

成
後
全
員

で
河
原

に
い

っ
て
タ

コ
揚
げ
大
会
を
や
り
、
そ

の
帰
り

に
は
河
原

の

ゴ
ミ
捨

い
を
や

っ
た
と
い
う

の
で
あ

る
。

タ

コ
を
媒
体
と
し
た
教
師

と
生
徒
と

の

ス
キ

ン
シ

ッ
プ
が
、
そ

の
学
級

で
の
非
行
を
追
放
し

た
と

い
う
実
践
例
で
あ

る
。
自
分
達
が
使
お
う

と
す

る
も

の
を
手
作
り

で
作
り

、
そ
れ
を
野
外

に
で
て
思

い
き

り
飛
ば

し
て
遊
ぶ
と

い
う
体
験

は
、
そ
れ
を
と
お
し
て
人
間
関
係
を
よ

い
方
向

に
向
け
た
と
い
う
こ
の
教
師

の
着
眼

に
は
感
心

さ
せ
ら
れ
た
。

私

の
学
校

は
、
酪
農
地
帯
を
背
景

に
し
た
小

市
街
地
に
あ

る
。
こ
の
地
域

の
住
宅

の
生
活

は

す

べ
て
牧
草

と
い
う

「
み
ど
り
」

に
依
存

し
て

い
る
。
農
協
も

、
商
店
も
、
交
通

も
、
今

は
操

業
中
止

に
な

っ
て

い
る
雪
印

乳
業
計
根
別
工
場

も
そ
う
な

の
で
、
生

徒

に
も
ま
ず

そ
の
こ
と
を

気
づ
か
せ
る
こ
と

に
し
た
。

「
…
…
だ

か
ら

、

牧
草
ば
か
り
で
な
く
、
牧
草
が
育

つ
自
然

の
こ

と
を
も

っ
と
知
ろ
う
じ

ゃ
な
い
か
」

と
い
う
呼

び

か
け

で
、
す
ん
な
り

「
み
ど
り

の
学
習
」
を

組
織
す

る
こ
と
が

で
き
た
。

「
み
ど
り

の
学
習
」

の
場
は
、
先
程

の

「
ゆ

と
り

の
時
間
」
だ
け

の
活
動

と
は
限
定
し

て
考

え

て
は

い
な
い
。
従
来

か
ら
行
わ
れ

て
い
た
学

校
行
事

の
中
で
関
連

の
あ

る
活
動

と
し
て
の
海

辺

へ
の
見
学
旅
行

(
一
年
)
夏

の
キ

ャ
ン
プ
(
二

年
)
札
幌
方
面

へ
の
修

学
旅
行

(三
年
)
養
老

牛
温

泉
ま
で

の
雪
中
遠

足

(全
校
生

・
往
復
三

一、一㎞
遠

足
)
も
、
今

年
度

か
ら
始

め
た
登
山
遠

足

(今

年
度

は
西
別
岳
)
も

、
日
常
的

に
行
わ

れ

て
い
る
校

地
周
縁

一
周
の
サ
ー
キ

ッ
ト
ト

レ

ー

ニ
ソ
グ

や
外

掃
除

な
ど
も
「
み
ど
り

の
学
習
」

の

一
環
と
し
、
生
徒

の
自
然
観

の
成
長

に
資
す

る
こ
と

に
し
た
。
そ
れ
も
生
徒
が

、

「
や
ら
さ

れ
る
か
ら
」

と
い
う
意
識

で
な

し
に
、
自
ら
計

画
し
、
実
行
す

る
と
い
う
方
向
を
目
指
し

て
実

施
す
る
こ
と

に
し
た
。

さ
て
、

「
ゆ
と
り

の
時
間
」

で
の

「
み
ど
り

の
学
習
」

の
私

の
実

践
を
報
告

し
よ
う
。

本
校

で
は
こ

の
時

間
を

「
計
根
中

タ
イ

ム
」

と
い
う
呼
称

に
し
て
時
間
割

に
く
ん

で
い
る
。

「計
根
中

タ
イ

ム
」

で
は
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と

考

え
ず

に
教
育
相
談

と
み
ど
り

の
学
習

に
し
ぼ

っ
て
い
る
。

二
時
間

つ
づ
き

の
時
間
を
各
学
級
と
も
月

一

回
設
定

し
て
い
る
の
が
私

の
担
当
す

る

「
み
ど

り

の
学
習
」

で
あ
る
が
、
各
学
年
と
も

一
学
級

の
小
規
模
中
学
校
な

の
で
、
時
間
割
編
成

に
は

と
て
も
好
都
合

で
あ

る
。
私

の
ネ
ラ
イ
は
、
地

域

の
自
然

や
歴
史

に
つ
い
て
生
徒
達

に
親
し
ま

せ
る
こ
と
と
、
校
長

と
生
徒

一
人

一
人
と

の
ス

キ
ン
シ

ッ
プ

に
あ

る
。
昨
年

ま
で
は
あ
る
学
級

の
理
科
授
業

を
担
当

し
て
い
た
の
で
、
そ

の
学

級

の
生
徒

と
の

コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ソ
は
よ
く

で
き
て
も
、
他
の
学
級

の
生
徒
と

は
ど
う
し
て

も
疎

に
な
り
が

ち
で
あ

っ
た
。

校
長

と
し
て
は
、
や

は
り
全
校

の
生
徒

に
つ

い
て
万
遍
な
く

つ
き
あ

い
た
い
の
で
、
今
年
度

は

「
み
ど
り

の
学

習
」
担
当

と
い
う
こ
と

に
し

て
、
教
科
担
当

か
ら
は
ず

し
て
も
ら

っ
た
。
第

一
年
度

と
し
て
の
昨
年
度

の
項
目

(
生
徒

の
成

長

段
階

と
体
力

を
勘
案

し
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ

ー
ク
を
設
定
)
を
列
記

し
て
み
よ
う
。

。
一
年
生

五
月

当
幌
川
ま

で
の
探
鳥
会

六
月

雪
印
乳
業
跡

の
パ
イ

カ
モ
の
花

九
月

チ

ャ
シ

コ
ツ
で
先
人

の
生
活
を
考
え
る

。
二
年
生

五
月

カ
ワ

セ
ミ
の
す
む

ケ
ネ
ヵ
川

の
川
下
り

六
月

探
鳥
会

コ
ー
ス
で
の
自
然
観
察

九
月

千
島
火
山
帯

の
山
な

み
を
描
く

。
三
年
生

九 七 五
月 月 月そ

れ
に
し
て
も

、

麓

で
の

「
目
然
観
察
指
導
員
講

習
会
」

は
、

う
し
た
野
外
活
動

の
指
導

に
多
く

の

ヒ
ン
ト
を

え
た
の
で
、
今

年

の

「
み
ど
り

の
学
習
」

に
生

か
し
た
い
も

の
と

、
今

か
ら
構
想

を
ね

っ
て
い

る
の
で
あ

る
。

(中
標
津
町
立
計
根
別
中
学
校
校
長
)

雪
ど
け
の
ケ
ネ
カ
・
シ
ベ
ッ
川
合
流
点

足
も
と
の
火
山
灰
を
読
む

秋
の
自
然
を
さ
ぐ
る
ケ
ネ
ヵ
川
の
河
畔

歩
き

八
月
に
経
験
し
た
羊
蹄
山こ

●3●



役

員

改

選

の

公

示

役
員
選
出
規
定
第
九
条
に
よ
り
、
当
協

会
の
理
事
選
挙
の
公
示
を
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
三
月
十
六
日

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

高
畑

滋

一
、
公
示
期
間

三
月
十
六
日
～
四
月
五
日(

二
十
日
間
)

二
、
選
出
す
る
理
事
の
定
数

公
選

に
ょ
る
理
事

の
定

数
は
十
名
と
す

る
。

三

、
立
候
補
届

同
規
定
第
十

一
条
に
よ
り

、
立
候
補
し

よ
う
と
す

る
も
の
は
、
立
候
補
届

(
別
記

様
式
)

に
必
要
事
項

を
記

入
し
、
会
員

中

よ
り
三
名

の
推
せ
ん
人
を
付
し
て
公
示
期

間

中

に
当
委
員
会

(
北
海
道
自
然
保
護
協

会
内
)

に
届
出
す

る
こ
と
。

〈

参

考
V

一
、
昭
和
五
十
七
年
度
は
役
員

改
せ
ん
の
年

な

の
で
今
回
選
挙
を
行

う
の
で
す

。

理
事

の
定
数
は
二
十
名

で
す
が

、
半
数

は
理

事
会

の
推
せ
ん

に
ょ
り
選
出
さ
れ

る
の
で
、
公

選

に
よ

る
も

の
は
十
名

で
す
。

監
事

は
、
総
会

の
席
上
、
候
補
者
を
選
出
し
、

総
会

の
承

認
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

二
、
今

回
の
選
挙

に
は
、
当
協
会

の
会
員

は

誰

で
も
立
候
補
ナ

る
こ
と
が
で
き

ま
す
が

、
立

候
補

の
際

に
は
三
人

の
推
せ
ん
者

を
必
要

と
す

る
と
と
も

に
、
推
せ
ん
の
こ
と
ば

を
二
〇
〇
字

以
内

に
ま
と
め
て
付
し
て
く

だ
さ

い
。

三
、
公
示
期
間
中

に
、
立
候
補
者
数
が
定
員

に
み
た
な
い
場
合

は
同
規
定
第
十
三
条

に
よ
り

理
事
会

に
お
い
て
補
充
推

せ
ん
す

る
こ
と

に
な

っ
て
お
り

ま
す

。

し
か
し
、
こ
の
場
合

に
は
、
推
せ
ん
、
立
候

補

を
問
わ
ず

に
、
す

べ
て

の
候
補
者

に
つ
い
て

信
任
投
票
を
行

い
ま
す

。

四
、
推
せ
ん
候
補
者

、
立
候
補
者

に
つ
い
て

は
、
信
任

、
選
任

の
投
票

を
会
員

に
し

て
も
ら

わ
ね
ば

な
ら
な
い
の
で
、
公
示
期
間
経
過
後

に

は
速
か
に
推
せ
ん
候
補
者

、
立
候
補
者

に
つ
い

て
公
表

し
、
投
票
用
紙
を
お
手
元

に
郵
送

し
ま

す

。
か
な

ら
ず
信
任

、
選
任

の
投
票

を
そ
れ
ぞ

れ
の
様
式

に
よ

っ
て
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

五
、
開
票

は
委
員
会

に
て
行

い
ま
す

。

信
任
投
票

に
よ

る
信
任

は
、
有
効
投
票
数

の

過
半
数
と
し
ま
す

。
不
信
任
者
が

で
た
と
き

は

欠
員
と

み
な
し
ま
す

。

な
お
、
当
選

人
の
発
表

は
委
員
長
が
総

会

に

お

い
て
行

い
ま
す
が

、
総
会

の
承
認
を
う
け

る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
別
記
様
式
V

立

候

補

届

年

月

日
氏
名

㊥

選
挙
管
理
委
員
長
殿

こ
の
度
の
選
挙
に
あ
た
り
、
理
事
に
立
候

補
す
る
の
で
お
届
け
し
ま
す
。

推

せ

ん

状

こ
の
度

の
選
挙

に
あ
た
り
右

の
者

を
理
事

に
推

せ
ん
い
た
し
ま
す
。

、
年

月

日推
せ
ん
人

㊥㊥㊥

信
任
投
票
用
紙

信
任
塑

候

補

者

名

信
任
は
○
、
不
信
任
は
×
を
信
任
欄
に

選
挙
投
票
用
紙

、

◆
出
版
物
の
お
知
ら
せ
.

●
森
本
貞
子

「
女

の
海
溝
」
ト
ネ

・
M
の
青
春

「
地
震
学

の
父
」
と
仰
が
れ
た
ジ

ェ
ン

・
ミ

ル
ソ
博
士

の
夫
人
ト
ネ
と
同
郷

(
函
館
)

の
著

者
が

、
函
館
を
パ

ッ
ク
に
歴
史
と
科
学
を
結
ぶ

戸
マ
ソ
を
描

い
た
。
文
芸
春
秋

・
一
七
〇
〇
円

●
原

松
次

「
北
海
道
植
物
図
鑑

(
上
)
」

室
蘭
文
化
女

子
短
大

の
原

松
次
教
授

に
よ

る
カ
ラ
ー
図
鑑
。
五
三
九
種

を
収
録
。
噴
火
湾

社

e
二
八
○
○
円
。

●
北
海
道
の
理
科
も
の
が

た
り
刊
行
会

「
北
海

道

の
理
科
も
の
が
た
り
」

北
海
道

の
な
り

た
ち
、
生
き
も

の
、
自
然
と

生
活

の
三
部
か
ら
な
り

、
子
供

に
わ
か
り
や
す

く

、
し
か
も
正
確

な
記
述
が
さ
れ

て
い
る
。
蝋

日
本
標
準

・
=

二
〇
〇

円
。

●
藤
原
英
司

「
動
物
と
自

然
保
護
」

動
物
文

学

の
世
界

か
ら
、
と
い
う

サ
ブ

タ
イ

ト

ル
が

つ
い
て
い
る
よ
う

に
、
著
者

の
動
物

と

動
物
文
学

へ
の
道
程
が
描

か
れ

て
い
る
。
朝
日

選
書

一㊤
㎝
。
朝
日
新
聞
社

・
九

二
〇
円
。

昭
和

五
十

七

年

二
月

二

十

七

日
発

行

〇
六
〇

札
幌
市
中
央
区
北

【
条
西
七
丁
目

広
井
ピ

ル
五
階

発

行

所

灘
燗

北

海

道
自

然
保

護

協

会

電

話

(〇
一
一)
二
六
一ー
六
五
八
六
(代
)

(〇
一
一)二
五
一
ー
五
四
六
五
(直
)

郵

便

振

替

ロ
座

小

樽

四
〇

五
五

北
海
道
拓
殖
銀
行
本
店
〇
一
七
二
五
九

北

海

道

銀

行

本

店

一
〇

一
四
四
四

発

行

人

八

木

健

三

印

刷

札

幌

印

刷

株

式

会

社

e 4・

㌧

》


